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(57)【要約】
【課題】導光効率の低下を抑制しつつ合波後の光のムラ
を低減させることを可能にする。
【解決手段】複数種類の光を射出する光源部と、前記複
数種類の光を合波した上で、合波後の光を被撮像体の画
像を取得する画像取得装置に導光する光導波路部と、前
記光導波路部へ前記複数種類の光を入射させる入射部と
、を備え、前記入射部における前記複数種類の光の入射
面では、前記入射部の所定位置を基準位置として、当該
基準位置から前記入射部に入射した前記複数種類の光そ
れぞれの入射位置までの最大離隔距離が互いに等しい、
光源装置が提供される。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の光を射出する光源部と、
　前記複数種類の光を合波した上で、合波後の光を被撮像体の画像を取得する画像取得装
置に導光する光導波路部と、
　前記光導波路部へ前記複数種類の光を入射させる入射部と、を備え、
　前記入射部における前記複数種類の光の入射面では、前記入射部の所定位置を基準位置
として、当該基準位置から前記入射部に入射した前記複数種類の光それぞれの入射位置ま
での最大離隔距離が互いに等しい、
　光源装置。
【請求項２】
　前記入射部は集光素子を備え、
　前記所定位置は、前記集光素子の入射面における光軸位置である、
　請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記複数種類の光の、前記光導波路部の入射端での最大入射角が互いに等しい、
　請求項２に記載の光源装置。
【請求項４】
　前記光導波路部から入射され、前記画像取得装置から放射される照明光の放射角は、前
記画像取得装置の視野角以上である、
　請求項１に記載の光源装置。
【請求項５】
　前記光導波路部の光軸に対して垂直な方向の断面は、多角形形状を有する、
　請求項１に記載の光源装置。
【請求項６】
　前記光導波路部の各辺の方向は、前記複数種類の光の光束断面の長尺方向および短尺方
向に対して平行および垂直ではない、
　請求項５に記載の光源装置。
【請求項７】
　前記最大離隔距離が互いに等しくなるように前記光源部を制御する制御部をさらに備え
る、
　請求項１に記載の光源装置。
【請求項８】
　前記光源部は、複数種類の光源と、それぞれの前記光源から射出された前記光を前記入
射部に入射させる光学素子と、を備え、
　前記制御部は、前記光源または前記光学素子の設置状態を制御する、
　請求項７に記載の光源装置。
【請求項９】
　前記複数種類の光のそれぞれは、赤色光、緑色光および青色光のいずれかである、
　請求項１に記載の光源装置。
【請求項１０】
　前記画像取得装置は、内視鏡、顕微鏡である、
　請求項１に記載の光源装置。
【請求項１１】
　複数種類の光を射出することと、
　前記複数種類の光を合波した上で、合波後の光を被撮像体の画像を取得する画像取得装
置に導光する光導波路部へ、前記複数種類の光を入射させることと、を含み、
　前記光導波路部へ前記複数種類の光を入射させる際には、前記複数種類の光が入射する
入射部の入射面にて、当該入射面の所定位置を基準位置として、当該基準位置から前記複
数種類の光それぞれの入射位置までの最大離隔距離を互いに等しくさせる、
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　光源制御方法。
【請求項１２】
　被撮像体を撮像する撮像部を有する画像取得装置と、
　前記撮像部が前記被撮像体を撮像する際に利用する照明光を射出する光源装置と、を備
え、
　前記光源装置は、
　複数種類の光を射出する光源部と、
　前記複数種類の光を合波した上で、合波後の光を前記画像取得装置に導光する光導波路
部と、
　前記光導波路部へ前記複数種類の光を入射させる入射部と、を備え、
　前記入射部における前記複数種類の光の入射面では、前記入射部の所定位置を基準位置
として、当該基準位置から前記入射部に入射した前記複数種類の光それぞれの入射位置ま
での最大離隔距離が互いに等しい、
　画像取得システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、光源装置、光源制御方法および画像取得システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡、顕微鏡等の様々な画像取得装置の照明用光源として複数の波長帯域の光
（以降、便宜的に「各色光」とも呼称する。）を互いに合波することで生成された白色光
が用いられる場合がある。各色光を合波することで生成された白色光は色再現性が高いこ
とから、被撮像物を高精度に撮像することに適した光であるといえる。
【０００３】
　一方、一般的に各色光の空間的なエネルギー分布等の光学的プロファイルは同一でない
ため、合波後の白色光にはムラが残る場合があった。そこで、当該ムラを改善する手法と
して、従来、様々な検討が行われている。例えば以下の特許文献１には、複数の発光点か
ら出射された複数のレーザ光を集光した上で、集光された複数のレーザ光の各々の発散角
を拡散素子により広げる際に、複数のレーザ光のうち２つ以上が重なり合うように、複数
のレーザ光の各々の発散角を広げる旨が開示されている。また、以下の特許文献２には、
扁平な光束断面を有する照明光の扁平度合いを小さくした上で集光又は発散させた後、ロ
ッドインテグレータを用いてかかる照明光の空間的なエネルギー分布を均一化する手法が
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４９６３９２５号公報
【特許文献２】特開２００８－２６８６０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記の手法では、拡散素子またはビームエクスパンダー等の光学素子を介して
導光するため、導光効率が低下する。
【０００６】
　そこで、本開示は、上記に鑑みてなされたものであり、本開示は、導光効率の低下を抑
制しつつ合波後の光のムラを低減させることが可能な光源装置、光源制御方法および画像
取得システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本開示によれば、複数種類の光を射出する光源部と、前記複数種類の光を合波した上で
、合波後の光を被撮像体の画像を取得する画像取得装置に導光する光導波路部と、前記光
導波路部へ前記複数種類の光を入射させる入射部と、を備え、前記入射部における前記複
数種類の光の入射面では、前記入射部の所定位置を基準位置として、当該基準位置から前
記入射部に入射した前記複数種類の光それぞれの入射位置までの最大離隔距離が互いに等
しい、光源装置が提供される。
【０００８】
　また、本開示によれば、複数種類の光を射出することと、前記複数種類の光を合波した
上で、合波後の光を被撮像体の画像を取得する画像取得装置に導光する光導波路部へ、前
記複数種類の光を入射させることと、を含み、前記光導波路部へ前記複数種類の光を入射
させる際には、前記複数種類の光が入射する入射部の入射面にて、当該入射面の所定位置
を基準位置として、当該基準位置から前記複数種類の光それぞれの入射位置までの最大離
隔距離を互いに等しくさせる、光源制御方法が提供される。
【０００９】
　また、本開示によれば、被撮像体を撮像する撮像部を有する画像取得装置と、前記撮像
部が前記被撮像体を撮像する際に利用する照明光を射出する光源装置と、を備え、前記光
源装置は、複数種類の光を射出する光源部と、前記複数種類の光を合波した上で、合波後
の光を前記画像取得装置に導光する光導波路部と、前記光導波路部へ前記複数種類の光を
入射させる入射部と、を備え、前記入射部における前記複数種類の光の入射面では、前記
入射部の所定位置を基準位置として、当該基準位置から前記入射部に入射した前記複数種
類の光それぞれの入射位置までの最大離隔距離が互いに等しい、画像取得システムが提供
される。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように本開示によれば、導光効率の低下を抑制しつつ合波後の光のムラを
低減させることができる。
【００１１】
　なお、上記の効果は必ずしも限定的なものではなく、上記の効果とともに、または上記
の効果に代えて、本明細書に示されたいずれかの効果、または本明細書から把握され得る
他の効果が奏されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の一実施形態に係る画像取得システムの構成を示す図である。
【図２】本開示の一実施形態に係る光源装置の構成の概要を示す図である。
【図３】集光レンズの入射面における光の形状について説明する図である。
【図４】集光レンズの入射面における光の形状について説明する図である。
【図５】集光レンズの入射面における光の形状について説明する図である。
【図６】本開示が適用されておらず、集光レンズの入射面における光軸位置から、各色光
の入射位置までの最大離隔距離が互いに異なる場合を示す図である。
【図７】図６の場合において、ロッドインテグレータから射出された光の放射角度分布を
示す図である。
【図８】本開示が適用されることによって、集光レンズの入射面における光軸位置から、
各色光の入射位置までの最大離隔距離が互いに等しい場合を示す図である。
【図９】図８の場合において、ロッドインテグレータから射出された光の放射角度分布を
示す図である。
【図１０】本開示の一実施形態に係る光源装置の機能構成を示す図である。
【図１１】本開示の一実施形態に係る画像取得装置の機能構成を示す図である。
【図１２】撮像ユニットの視野角度と、撮像ユニットから放射される照明光の放射角度の
関係を示す図である。
【図１３】本開示の第１の変形例に係る光源装置の構成を示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１４】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．本開示の概要
　２．装置の機能構成
　３．変形例
　４．備考
　５．むすび
【００１５】
　　＜１．本開示の概要＞
　（１－１．画像取得システムの構成）
　まず、図１を参照して、本開示の一実施形態に係る画像取得システムの構成について説
明する。図１は、本開示の一実施形態に係る画像取得システムの構成を示す図である。図
１に示すように、本開示の一実施形態に係る画像取得システムは、光源装置１００と、画
像取得装置２００と、を備える。
【００１６】
　（画像取得システム）
　画像取得システムは、被撮像体を撮像することで、被撮像体に関する画像データを取得
するシステムである。以下に示す本実施形態では、画像取得システムが内視鏡システムで
ある場合を例に挙げて説明するが、かかる内視鏡システムはあくまで一例であり、画像取
得システムは任意のシステムでよい。例えば、かかる画像取得システムは、顕微鏡システ
ム、カメラシステム、ビデオカメラシステム等であってもよい。また、本開示は画像デー
タを取得するシステム以外にも応用することが可能である。例えば、本開示は、プロジェ
クタ、自動車のヘッドライト、ヘッドアップディスプレイ等の装置にも応用され得る。
【００１７】
　（光源装置１００）
　光源装置１００は、画像取得装置２００において照明光として使用される光を射出する
装置である。光源装置１００は、所定の波長帯域の光を射出する光源を、波長帯域毎に少
なくとも１台ずつ有しており、各光源から射出された複数の光を互いに合波することで白
色光を生成する機能を有する。また、光源装置１００は、例えば、ミラー、レンズ、ロッ
ドインテグレータ等の各種の光学素子を有しており、それぞれの光源から射出された各色
光は、これらの光学素子を介して画像取得装置２００へ導光される。光源装置１００の構
成の詳細については、以下で改めて説明する。
【００１８】
　（画像取得装置２００）
　画像取得装置２００は、被撮像物を撮像することで、被撮像物の画像データを取得する
装置である。かかる画像取得装置２００の一例である内視鏡ユニットは、その一部が被検
体の内部へと挿入され、被検体の内部に位置する被撮像物を撮像する。このような画像取
得装置２００としては、例えば、医療用の硬性内視鏡および軟性内視鏡、並びに、工業用
内視鏡等のような、公知の各種の内視鏡を挙げることができる。
【００１９】
　光源装置１００から射出され画像取得装置２００へと導光された照明光は、画像取得装
置２００内に設けられたバンドルファイバ内を伝搬して画像取得装置２００の先端部まで
到達し、被撮像物の所定の領域を照明する。また、画像取得装置２００の先端部には、被
撮像物を観察するための観察窓が設けられており、被撮像物の像は、かかる観察窓および
画像取得装置２００の内部を伝搬して、撮像機能を有する撮像モジュールまで伝搬される
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。被撮像物の像は、当該撮像モジュールによってデジタルデータ化され、画像取得システ
ムの使用者へと随時出力される。
【００２０】
　また、画像取得システムの使用者は、画像取得装置２００に設けられたズーム光学系を
駆動させる、画像取得装置２００に実装された電子ズーム機能を動作させる、等といった
公知の操作を行うことで、被撮像物の所望の領域の画像を任意の倍率で得ることができる
。
【００２１】
　（１－２．光源装置１００の構成概要）
　続いて、図２を参照して、本実施形態に係る光源装置１００の構成概要について説明す
る。図２は、本開示の一実施形態に係る光源装置１００の構成の概要を示す図である。
【００２２】
　図２に示すように、本実施形態に係る光源装置１００は、例えば、光源１１１、コリメ
ートレンズ１１２、内部ミラー１１３、ミラー１１４、および、ダイクロイックミラー１
１５を有する光源部１１０と、集光レンズ１２０と、ロッドインテグレータ１３０と、を
備える。
【００２３】
　光源１１１は、所定の波長帯域の光を射出する光源であり、光源装置１００は、互いに
異なる波長帯域毎に少なくとも１台ずつ光源１１１（光源１１１ａ～光源１１１ｃ）を備
えている。なお、本明細書では、図２に示すように、波長帯域毎に光源１１１が３台ずつ
備えられる場合を一例として記載する。なお、各光源１１１の台数については、図２に示
した例に限定されるものではない。また、光源装置１００は、合波後の光が照明光として
適切な強度を有するように、起動する光源１１１の台数を実装された光源の台数の範囲内
で調整することができる。
【００２４】
　ここで、上記のとおり、光源装置１００は、複数の波長帯域の光を互いに合波すること
で白色光を生成するが、各光源１１１が射出する光が属する波長帯域の組み合わせは任意
である。本明細書では、一例として、光源１１１が、赤色光を射出する光源１１１ａと、
緑色光を射出する光源１１１ｂと、青色光を射出する光源１１１ｃと、を含む場合を例に
挙げて、各色光が合波されることで白色光が生成されることとする。
【００２５】
　各光源１１１としては、射出させる光の波長帯域に応じて、半導体レーザ光源、固体レ
ーザ光源、液体レーザ光源および気体レーザ光源などの公知のレーザ光源や、公知の発光
ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：ＬＥＤ）などを適宜利用する
ことが可能である。光源１１１として各種の半導体レーザ光源を用いることで、装置のよ
り一層の小型化を図ることが可能である。かかる半導体レーザ光源は、特に限定されるも
のではないが、例えば、赤色光源としては、ＧａＩｎＰ半導体を利用した、ＧａＩｎＰ量
子井戸構造レーザダイオードを用いることが可能であり、緑色光源及び青色光源としては
、ＧａＩｎＮ半導体を利用した、ＧａＩｎＮ量子井戸構造レーザダイオードを用いること
が可能である。
【００２６】
　各光源１１１ａ～光源１１１ｃから射出された光は、それぞれ、対応するコリメートレ
ンズ１１２ａ～コリメートレンズ１１２ｃを透過することによって平行光になり、内部ミ
ラー１１３ａ～内部ミラー１１３ｃによって進行方向が所望の方向へと制御される。その
後、光源１１１ａから射出された赤色光は、ミラー１１４へ入射することで進行方向が制
御され、後段のダイクロイックミラー１１５ａおよびダイクロイックミラー１１５ｂを順
に透過して、入射部として機能する集光レンズ１２０へ入射する。また、光源１１１ｂか
ら射出された緑色光は、ダイクロイックミラー１１５ａへ入射することで赤色光と合波さ
れ、後段のダイクロイックミラー１１５ｂを透過して集光レンズ１２０へ入射する。光源
１１１ｃから射出された青色光は、ダイクロイックミラー１１５ｂへ入射することで赤色
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光及び緑色光と合波され、集光レンズ１２０へ入射する。
【００２７】
　その後、赤色光、緑色光及び青色光の各色光は、集光レンズ１２０によって集光され、
光導波路部の一例であるロッドインテグレータ１３０へと入射する。各色光は、ロッドイ
ンテグレータ１３０内で全反射を繰り返すことで面内強度の均一性が高められる。
【００２８】
　ここで、ダイクロイックミラー１１５ａおよびダイクロイックミラー１１５ｂは、各光
源１１１から射出された光の波長帯域に応じて光学特性が異なる光学素子であり、所定波
長帯域の光を透過させる一方で、他の波長帯域の光を反射させる。図２に示す例では、ダ
イクロイックミラー１１５ａは、赤色光を透過させ、緑色光を反射させる。また、ダイク
ロイックミラー１１５ｂは、赤色光および緑色光を透過させ、青色光を反射させる。
【００２９】
　なお、各色光の合波順序は、図２に示した例に限定されるものではなく、緑色光に、赤
色光および青色光が合波されてもよく、青色光に、赤色光および緑色光が合波されてもよ
い。この場合、各色光の合波順序に応じて、上記のようなダイクロイックミラー１１５の
光学特性が適宜設定される。
【００３０】
　入射部として機能する集光レンズ１２０は、上記光源部１１０から射出された各色光を
集光して、ロッドインテグレータ１３０へ入射させる。なお、図２では、集光レンズ１２
０として、１枚のレンズを図示しているのみであるが、かかる集光レンズ１２０は、複数
のレンズから構成されるレンズ群であってもよい。また、集光レンズ１２０の表面形状は
特に限定されるものではなく、球面レンズであってもよいし、非球面レンズであってもよ
い。また、集光レンズ１２０の曲率やレンズ厚等は、所望の設計条件に応じて、適宜変更
され得る。
【００３１】
　光導波路部として機能するロッドインテグレータ１３０は、集光レンズ１２０の後段に
配置され、集光レンズ１２０によって入射された各色光の面内強度を均一化した上で、画
像取得装置２００へと入射させる。すなわち、ロッドインテグレータ１３０は、集光レン
ズ１２０で集光された各色光が入射される入射端と、入射端から入射された各色光を内部
で多重反射（全反射）させて面内強度を均一化する本体と、均一化された強度分布を持つ
合波後の光を放射する放射端とを備え、入射端から入射され、本体の内部の多重反射によ
り放射端における強度分布が均一化された光を放射端から放射させ、放射された光の全光
束を余すところなく、画像取得装置２００へと入射させる。なお、ロッドインテグレータ
１３０の入射端に入射した光の最大入射角度は保存されるため、各色光は、自身の入射端
への最大入射角度と同じ最大放射角度で放射端から放射される。
【００３２】
　ここで、ロッドインテグレータ１３０本体の導波路において、光軸に対して垂直な方向
の断面の形状（以降、便宜的に「導波路の形状」とも呼称する。）は、任意の形状とする
ことができる。例えば、導波路の形状は、多角形（三角形、四角形、五角形・・・等）形
状でもよいし、円形状でもよい。ただし、ロッドインテグレータ１３０は、導波路の形状
を多角形形状にすることで、面内強度の均一性を高める効果をより向上させることができ
る。そのため、本実施形態では、導波路の形状が多角形形状であるロッドインテグレータ
１３０を用いることが、より好ましい。また、面内強度の均一性を高める効果は、ロッド
インテグレータ１３０内での多重反射の回数に比例するため、許容される範囲内で光軸方
向の長さがより長いロッドインテグレータ１３０を採用することが好ましい。また、ロッ
ドインテグレータ１３０の本体を回転させることで、導波路の各辺の方向を入射した光束
断面の長尺方向および短尺方向に対して平行および垂直ではないような状態が実現可能な
ロッドインテグレータ１３０を採用することが、更に好ましい。これによって、光源装置
１００のより一層の小型化を実現することができる。
【００３３】
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　なお、本明細書では、光導波路部としてロッドインテグレータ１３０が使用される例に
ついて説明するが、光導波路部としてロッドインテグレータ１３０以外の光学素子が用い
られてもよい。例えば、光導波路部として、ロッドインテグレータ１３０の代りに、光フ
ァイバーまたは中空ミラー等が用いられてもよい。特に、光導波路部として光ファイバー
を用いることによって、導波路をより細くし、軟性を高めることができる。
【００３４】
　（１－３．集光レンズ１２０の入射面における光の形状）
　上記では、本実施形態に係る光源装置１００の構成について説明した。続いて、図３～
図５を参照して、集光レンズ１２０の入射面における光（光Ｌと記載する）の形状につい
て説明する。図３～図５は、集光レンズ１２０の入射面における光Ｌの形状について説明
する図である。
【００３５】
　図３は、集光レンズ１２０の入射面に入射した光Ｌを模式的に示している。なお、以下
では、必要に応じて、図３に示したような座標軸に則り説明を行うものとする。すなわち
、集光レンズ１２０の入射面は、図３に示したｘｙ平面上に位置するものとし、光軸方向
（すなわち、光Ｌの進行方向）を、ｚ軸正方向とする。
【００３６】
　ここで、集光レンズ１２０の入射面における光Ｌの形状は、図３のように、楕円形状で
あるとする。なお、この形状は任意であり得る（光源１１１の光学特性とコリメートレン
ズ１１２のレンズ特性で決定される)。例えば、集光レンズ１２０の入射面における光Ｌ
の形状は、円形状、線形状、多角形形状またはその他の所定の形状であってもよい。
【００３７】
　ここで、図４および図５を参照して、図３における楕円形状の短尺ＬＸおよび長尺ＬＹ

の値について説明する。ここで、図４における縦軸は光Ｌの強度を示しており、横軸はｘ
軸方向の値を示している。また、図５における縦軸は光Ｌの強度を示しており、横軸はｙ
軸方向の値を示している。光Ｌの強度の分布は、例えば図４および図５に示すように、ガ
ウス分布と考えることができる。図３における楕円形状の短尺ＬＸの大きさは、図４に示
したように、ｘ軸方向の光Ｌの強度プロファイルにおいて、強度がピーク値の１／ｅ２と
なる位置間の幅として取り扱うことができる。同様に、図３における楕円形状の長尺ＬＹ

の大きさは、ｙ軸方向の光Ｌの強度プロファイルにおいて、強度がピーク値の１／ｅ２と
なる位置間の幅として取り扱うことができる。
【００３８】
　（１－４．背景）
　上記では、集光レンズ１２０の入射面における光Ｌの形状について説明した。続いて、
図６および図７を参照して、本開示の背景について説明する。
【００３９】
　まず、図６を参照して、本開示が適用されないときの集光レンズの入射面における光の
形状について説明する。図６に示すように、集光レンズには、赤色光ＬＲ、緑色光ＬＧお
よび青色光ＬＢが入射する。異なる波長帯域毎の光源における発光点サイズおよび放射角
特性が同一であれば、各色光の光軸を揃えることによって集光レンズの入射面における各
色光の形状は互いに揃う。しかし、異なる波長帯域毎の光源における発光点サイズおよび
放射角特性が互いに異なるため、各色光の光軸を揃えても、図６に示すように、集光レン
ズの入射面における各色光の形状は互いに異なる。
【００４０】
　ここで、集光レンズの入射面における光軸位置Ｃから、各色光それぞれの入射位置まで
の最大離隔距離をｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘとする。図６に示すように、集光
レンズの入射面における各色光の形状は互いに異なるため、本開示を適用しないときのｒ

Ｒｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘは、互いに異なる値となる。そのため、各色光の、ロ
ッドインテグレータへ入射するときの最大入射角度が互いに揃わない状態となるため、ロ
ッドインテグレータから放射される光にはムラ（色ムラ、強度ムラ等を含むこととする）
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が生じてしまう。より具体的に説明すると、図６に示したような場合には、ロッドインテ
グレータから放射される光の外周ほど、最大離隔距離が最も長い色の強度が高くなってし
まう。図６の例においては、最大離隔距離が最も長い赤色光ＬＲの強度が、放射光の外周
において高くなってしまう。
【００４１】
　ここで、図７を参照して、ロッドインテグレータから放射される光の強度について説明
する。図７は、図６の場合において、ロッドインテグレータから射出された光の放射角度
分布を示す図である。図７における縦軸はロッドインテグレータから射出された光の強度
を示しており、横軸はロッドインテグレータから射出された光の放射角度を示している。
図７から明らかなように、緑色光ＬＧおよび青色光ＬＢの最大放射角度が放射角０°を中
心として±１０°未満であるのに対し、赤色光ＬＲの最大放射角度は、放射角０°を中心
として±１３°程度であることがわかる。図６においては、集光レンズの入射面における
光軸位置Ｃから赤色光の入射位置までの最大離隔距離であるｒＲｍａｘが最も長いため、
図７に示すように、赤色光の、ロッドインテグレータからの最大放射角度が、緑色光およ
び青色光の最大放射角度よりも大きくなるのである。
【００４２】
　これによって、画像取得装置で用いられる照明光の外周ほど赤色光が強調されるという
ムラが生じる。照明光にムラが生じると、画像取得システムの使用者は、撮像された患部
の色調の違いが、照明光のムラに起因するのか、患部の状態に起因するのかを切り分ける
ことが困難になる。
【００４３】
　照明光のムラを低減させる手法としては、上記の特許文献１には、複数の発光点から出
射された複数のレーザ光を集光した上で、集光された複数のレーザ光の各々の発散角を拡
散素子により広げる際に、複数のレーザ光のうち２つ以上が重なり合うように、複数のレ
ーザ光の各々の発散角を広げる旨が開示されている。また、特許文献２には、扁平な光束
断面を有する照明光の扁平度合いを小さくした上で集光又は発散させた後、ロッドインテ
グレータを用いてかかる照明光の空間的なエネルギー分布を均一化する手法が開示されて
いる。しかし、これらの手法においては、光が拡散素子またはビームエクスパンダー等の
光学素子を介して導光されるため、導光効率が低下する。また、内視鏡等のように、細い
ライトガイドに光を通すことが求められる場合、光学素子上のエネルギー密度が高くなり
、光学素子の劣化が生じやすくなる。
【００４４】
　そこで、本件の開示者は、上記事情に着眼して本開示を創作するに至った。本開示の一
実施形態に係る画像取得システムは、集光レンズ１２０の入射面における各色光の入射位
置が調整されることによって、導光効率の低下を抑制しつつ合波後の光のムラを低減させ
ることができる。以下に、本実施形態に係る光源装置１００の機能概要、各装置の機能構
成、変形例等について説明する。
【００４５】
　（１－５．本実施形態に係る光源装置１００の機能概要）
　上記では、本開示の背景について説明した。続いて、図８および図９を参照して、本実
施形態に係る光源装置１００の機能概要について説明する。
【００４６】
　本実施形態に係る光源装置１００は、集光レンズ１２０の入射面における各色光の入射
位置が調整されることによって、合波後の光のムラを低減させることができる。より詳細
には、本実施形態に係る光源装置１００では、集光レンズ１２０の入射面において、所定
の基準位置から各色光の入射位置までの最大離隔距離が、各色光間で互いに等しくなるよ
うに調整される。ここで、集光レンズ１２０の入射面における基準位置は、集光レンズ１
２０の入射面における光軸位置Ｃとすることが好ましい。この場合に、本実施形態に係る
集光レンズ１２０では、基準位置である光軸位置Ｃから、各色光の入射位置までの最大離
隔距離であるｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが互いに等しくなるように、各色光の



(10) JP WO2018/131257 A1 2018.7.19

10

20

30

40

50

入射位置が調整される。すなわち、ｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘは以下の関係を
有する。
【００４７】
【数１】

 
【００４８】
　ここで、図８を参照して、集光レンズ１２０の入射面における光軸位置Ｃから、各色光
の入射位置までの最大離隔距離について説明する。図８は、本開示が適用されることによ
って、集光レンズ１２０の入射面における光軸位置Ｃから各色光の入射位置までの最大離
隔距離が互いに等しい場合を示す図である。
【００４９】
　本実施形態に係る光源装置１００においては、光源装置１００に備えられる光源１１１
または各光学素子の設置状態（例えば、光源１１１、各種レンズ、各種ミラー等の設置位
置または設置角度等）が調整されることによって、図８に示すように、集光レンズ１２０
の入射面における光軸位置Ｃから各色光の入射位置までの最大離隔距離のそれぞれが互い
に等しくなっている。これによって、各色光の、集光レンズ１２０からロッドインテグレ
ータ１３０へ入射する各色光の最大入射角度ｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが互い
に等しくなるため、ロッドインテグレータ１３０によって放射される光のムラが低減され
る。
【００５０】
　ここで、図９を参照して、ロッドインテグレータ１３０によって放射される光の強度に
ついて説明する。図９は、図８の場合において、ロッドインテグレータ１３０から射出さ
れた光の放射角度分布を示す図である。本実施形態にかかる光源装置１００においては、
図９に示すように、ロッドインテグレータ１３０から射出された各色光の最大放射角度が
互いに等しくなる。これによって、光源装置１００は、画像取得装置２００の照明光のム
ラを低減させることができる。
【００５１】
　なお、本実施形態においては、光源装置１００の製造段階でｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、
ｒＢｍａｘが等しくなるように、光源装置１００の各構成が調整され、固定されることを
想定して説明するが、これに限定されない。より具体的に説明すると、光源装置１００は
、ｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが等しい状態になるように光源１１１または各光
学素子の設置状態（位置または角度等の状態）を静的又は動的に制御してもよい。詳細に
ついては、以下の「３．変形例」にて説明する。
【００５２】
　　＜２．装置の機能構成＞
　上記では、本実施形態に係る光源装置１００の機能概要について説明した。続いて、図
１０および図１１を参照して、本実施形態に係る各装置の機能構成について説明する。
【００５３】
　（２－１．光源装置１００の機能構成）
　まず、図１０を参照して、本実施形態に係る光源装置１００の機能構成について説明す
る。図１０は、本開示の一実施形態に係る光源装置１００の機能構成を示す図である。本
実施形態に係る光源装置１００は、図１０に示すように、光源部１１０と、集光レンズ１
２０と、ロッドインテグレータ１３０と、制御部１４０と、記憶部１５０と、を備える。
【００５４】
　（光源部１１０）
　光源部１１０は、上記のような特徴および機能を有しており、所定の波長帯域に属する
複数種類の光を射出する。かかる光源部１１０の構成は、先だって説明した通りであるた
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め、以下では詳細な説明は省略する。
【００５５】
　（集光レンズ１２０）
　集光レンズ１２０は、上記のような特徴および機能を有しており、光源部１１０から射
出された複数種類の光を、後段に位置するロッドインテグレータ１３０へと入射させる。
かかる集光レンズ１２０の構成についても、先だって説明した通りであるため、以下では
詳細な説明は省略する。
【００５６】
　（ロッドインテグレータ１３０）
　ロッドインテグレータ１３０は、上記のような特徴および機能を有しており、集光レン
ズ１２０からの複数種類の光を合波した上で、合波後の光を被撮像体の画像を取得する画
像取得装置２００に導光する。かかるロッドインテグレータ１３０の構成についても、先
だって説明した通りであるため、以下では詳細な説明は省略する。
【００５７】
　（制御部１４０）
　制御部１４０は、本実施形態に係る光源装置１００の動作を統括的に制御する。より具
体的に説明すると、制御部１４０は、光源部１１０、集光レンズ１２０またはロッドイン
テグレータ１３０の状態を制御することによって、照明光を画像取得装置２００へ提供す
る。制御部１４０は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉ
ｔ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等を備えた各種ＩＣチップ等により実現される。
【００５８】
　（記憶部１５０）
　記憶部１５０は、制御部１４０が各種制御処理を実施するに際して参照可能な、各種の
パラメータ及びデータベース、並びに、各種のプログラム等を記憶する。また、かかる記
憶部１５０は、制御部１４０によって各種制御処理が実施される際に生成される一時的な
データや各種の履歴情報等を格納してもよい。制御部１４０は、記憶部１５０に対して、
自由にデータのリード／ライト処理を実施することが可能である。記憶部１５０は、例え
ば、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ストレージ装置等により実現される。
【００５９】
　（２－２．画像取得装置２００の機能構成）
　続いて、図１１を参照して、本実施形態に係る画像取得装置２００の機能構成について
説明する。図１１は、本開示の一実施形態に係る画像取得装置２００の機能構成を示す図
である。本実施形態に係る画像取得装置２００は、図１１に示すように、ライトガイド２
１０と、撮像部２２０と、制御部２３０と、表示部２４０と、記憶部２５０と、を備える
。撮像部２２０は、撮像ユニット２２１と、撮像素子２２２と、を備える。
【００６０】
　（ライトガイド２１０）
　ライトガイド２１０は、光源装置１００から射出された照明光を後述する撮像部２２０
へ伝搬させる。より具体的に説明すると、ライトガイド２１０は、通常、インデックスガ
イド型の１０μｍ～８０μｍ程度のコア径を有する複数のマルチモード光ファイバが束ね
られた（バンドルされた）ものであり、撮像部２２０に光を伝搬させる。光源装置１００
から射出された照明光は、このライトガイド２１０によって伝搬されて、撮像部２２０ま
で達し、被撮像物の所定の領域を照明することとなる。かかるライトガイド２１０につい
ては、特に限定されるものではなく、公知のライトガイドを利用することが可能である。
【００６１】
　（撮像部２２０）
　撮像部２２０は、制御部２３０による制御のもと、ライトガイド２１０からの照明光を
用いて、被撮像体を撮像して、撮像画像の画像データを生成する。この撮像部２２０は、
例えば図１１に示したように、撮像ユニット２２１と、撮像素子２２２とを有している。
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【００６２】
　（撮像ユニット２２１）
　撮像ユニット２２１は、観察光を撮像素子２２２の受光面上に結像するユニットである
。より具体的に説明すると、撮像ユニット２２１は、ライトガイド２１０から導光された
照明光を被撮像体に対して放射する光学系を有しており、被撮像体からの光（観察光とも
呼称する）を取得する。さらに、撮像ユニット２２１は、ズームレンズ及びフォーカスレ
ンズを含む複数のレンズが組み合わされて構成されており、その光学特性は、取得した観
察光を後述する撮像素子２２２の受光面上に結像するように調整されている。例えば、画
像取得装置２００が内視鏡装置である場合、かかる撮像ユニット２２１は、その一部が被
撮像体の内部へと挿入される内視鏡ユニットに対応する。
【００６３】
　ここで、図１２を参照して、撮像ユニット２２１の視野角度と、撮像ユニット２２１が
放射する照明光の放射角度との関係について説明する。図１２は、撮像ユニット２２１の
視野角度と、撮像ユニット２２１から放射される照明光の放射角度の関係を示す図である
。図１２に示すように、撮像ユニット２２１の先端部から放射される照明光の放射角度は
、撮像ユニット２２１の視野角度以上となるように調整されていることが好ましい。これ
によって、撮像部２２０は、撮像ユニット２２１の視野内に位置する被撮像物を、ムラが
低減された照明光を用いて適切に撮像することができる。
【００６４】
　ここで、撮像ユニット２２１が放射する照明光の放射角度は、ロッドインテグレータ１
３０が射出する光の最大放射角度（すなわち、ロッドインテグレータ１３０へ入射する光
の最大入射角度）と同一（または相関）の関係にある。すなわち、ロッドインテグレータ
１３０が射出する光の最大放射角度が調整されることによって、撮像ユニット２２１が放
射する照明光の放射角度を調整することができる。また、上記のとおり、ロッドインテグ
レータ１３０が射出する光の最大放射角度は、集光レンズ１２０の入射面における光軸位
置Ｃから各色光の入射位置までの最大離隔距離によって調整される。ここで、撮像ユニッ
ト２２１が放射する照明光の放射角度が撮像ユニット２２１の視野角度と等しくなるとき
の、光源装置１００の集光レンズ１２０の入射面における光軸位置Ｃから各色光の入射位
置までの最大離隔距離をｒｅｎｄｏとすると、本実施形態に係る画像取得システムにおい
ては、ｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘ、ｒｅｎｄｏは以下の関係となっている。
【００６５】
【数２】

 
【００６６】
　これによって、撮像部２２０は、撮像ユニット２２１の視野内に位置する被撮像物を、
ムラが低減された照明光を用いて適切に撮像することができる。
【００６７】
　（撮像素子２２２）
　撮像素子２２２は、撮像ユニット２２１によって受光面上に結像された観察光を受光し
て光電変換することにより、観察光に対応した画像データを生成する。当該撮像素子２２
２としては、例えばＢａｙｅｒ配列を有するカラー撮影可能なもの等が用いられる。当該
撮像素子２２２は、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　
Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサ又はＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅ
ｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）イメージセンサ等、各種の公知の撮像素子であってよい。撮像素子２
２２は、生成した画像データをＲＡＷデータとして制御部２３０に提供する。
【００６８】
　本実施形態にかかる画像取得装置２００は、可視光帯域の波長帯域に感度のある撮像素
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子２２２を用いることで、人間の眼で直接観察する状況に近い画像を撮像することができ
、かかる画像を適切に現像した上で、表示部２４０に表示することができる。また、画像
取得装置２００が特殊光観察を行うことが可能な場合、当該画像取得装置２００は、可視
光帯域の撮像画像を表示する通常観察モードの他に、近赤外帯域の波長帯域にも感度のあ
る撮像素子２２２を用いて、生体内で生じる蛍光を観察する蛍光観察モードや、特定の狭
波長帯域を複数組み合わせることによって、皮膚表面からの深さの異なる血管を識別しや
すくする狭波長画像（Ｎａｒｒｏｗ　Ｂａｎｄ　Ｉｍａｇｉｎｇ：ＮＢＩ）観察モードと
いった、各種の機能を実現してもよい。
【００６９】
　（制御部２３０）
　制御部２３０は、本実施形態に係る画像取得装置２００の動作を統括的に制御する。よ
り具体的に説明すると、制御部２３０は、撮像部２２０を制御することによって上記の撮
像処理を実現し、表示部２４０を制御することで、生成された画像データを表示部２４０
に表示させる。制御部２３０は、アクチュエータまたは移動ステージ等の公知の駆動部材
を備えており、各構成を駆動させることができる。なお、制御部２３０は、例えば、ＣＰ
Ｕ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を備えた各種ＩＣチップ等により実現される。
【００７０】
　（表示部２４０）
　表示部２４０は、制御部２３０に制御されることによって、撮像部２２０によって生成
された撮像画像を、各種ディスプレイ等の表示画面に表示する。この表示部２４０は、画
像取得システムの使用者によって実施された操作に応じて、表示画面に表示させる撮像画
像の画角を変化させて表示画面に表示させる。
【００７１】
　本明細書では、表示部２４０が画像取得装置２００に備えられている例について説明す
るが、これに限定されない。例えば、表示部２４０は、画像取得装置２００の外部の表示
装置（図示なし）等に備えられてもよい。当該表示装置は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ等を備えた各種コンピュータ等の情報処理装置によって実現することが可能である。
【００７２】
　（記憶部２５０）
　記憶部２５０は、制御部２３０が各種制御処理を実施するに際して参照可能な、各種の
パラメータ及びデータベース、並びに、各種のプログラム等を記憶する。記憶部２５０は
、記憶部１５０と同様の機能を有するため説明を省略する。
【００７３】
　　＜３．変形例＞
　上記では、本実施形態に係る画像取得装置２００の機能構成について説明した。続いて
、本開示の変形例について説明する。
【００７４】
　（３－１．第１の変形例）
　まず、図１３を参照して、本開示の第１の変形例について説明する。図１３は、本開示
の第１の変形例に係る光源装置１００の構成を示す図である。第１の変形例は、所定の波
長帯域の光を射出する光源１１１が波長帯域毎に１台ずつ備えられる場合である。
【００７５】
　図１３に示すように、第１の変形例における光源装置１００は、所定の波長帯域の光を
射出する光源１１１を波長帯域毎に１台ずつ備えている。上記の実施形態においては、所
望の強度の照明光を得るために、光源装置１００が各波長帯域の光源１１１を３台ずつ備
えていたが、各光源１１１が射出する光の強度が高く、各波長帯域の光源１１１が１台ず
つでも所望の強度の照明光が得られる場合には、第１の変形例の構成が用いられてもよい
。
【００７６】
　第１の変形例においても、集光レンズ１２０の入射面における光軸位置Ｃから各色光そ
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れぞれの入射位置までの最大離隔距離であるｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが互い
に等しくなることは、上記の実施形態と同様であるため、説明を省略する。
【００７７】
　（３－２．第２の変形例）
　続いて、本開示の第２の変形例について説明する。上記の実施形態においては、光源装
置１００の製造段階でｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが互いに等しくなるように、
光源装置１００の各構成が調整され、固定されていたのに対し、第２の変形例においては
、光源装置１００の制御部１４０が、ｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが互いに等し
くなるように、各構成を制御する。
【００７８】
　より具体的に説明すると、第２の変形例における光源装置１００は、集光レンズ１２０
の入射面を撮像する撮像部（図示なし）を備えており、撮像部は、制御部１４０に制御さ
れることによって、集光レンズ１２０の入射面を随時撮像し、画像データを制御部１４０
へ提供する。制御部１４０は、提供された画像データを解析することでｒＲｍａｘ、ｒＧ

ｍａｘ、ｒＢｍａｘを測定する。例えば、制御部１４０は、画像データ内の輝度分布を取
得する処理、当該輝度分布に基づいて周囲の画素との輝度値の差が比較的大きい画素を検
出する処理などによって各色光の入射位置を把握し、当該入射位置に基づいてｒＲｍａｘ

、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘを測定する。
【００７９】
　そして、制御部１４０は、測定したｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが互いに等し
くない場合、各種のモータやアクチュエータ等により各構成を制御することで、ｒＲｍａ

ｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが互いに等しくなるようにする。より具体的に説明すると、
制御部１４０は、光源部１１０の光源１１１、コリメートレンズ１１２、内部ミラー１１
３、ミラー１１４またはダイクロイックミラー１１５の設置状態（設置位置または光軸に
対する設置角度等）を制御することで、ｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが互いに等
しくなるように調整する。なお、制御部１４０は、光源部１１０以外の集光レンズ１２０
またはロッドインテグレータ１３０の設置状態を制御することでｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ

、ｒＢｍａｘが互いに等しくなるように調整してもよい。
【００８０】
　なお、制御部１４０は、上記の方法以外にも、例えば、ロッドインテグレータ１３０か
ら射出される各色光の放射角度分布に関する情報を取得し、各色光の最大放射角度が互い
に等しくなるように各構成を制御してもよい。また、制御部１４０は、ロッドインテグレ
ータ１３０に入射する各色光の入射角度分布に関する情報を取得し、各色光の最大入射角
度が等しくなるように各構成を制御してもよい。
【００８１】
　これによって、光源装置１００は、合波後の白色光のムラをより低減させることができ
る。例えば、製造段階では揃っていたｒＲｍａｘ、ｒＧｍａｘ、ｒＢｍａｘが、光源装置
１００に大きな振動が加えられたこと、または、経年劣化等が原因で、互いに異なる状態
になった場合でも、制御部１４０が微調整を行うことによって合波後の白色光のムラを低
減させることができる。
【００８２】
　また、第２の変形例において、光源装置１００は、あえてムラを生じさせるように動作
してもよい。より具体的に説明すると、光源装置１００の制御部１４０は、ある波長帯域
の光の最大離隔距離を他の波長帯域よりも長くすることによって、合波後の光の外周にお
ける当該波長帯域の光の強度を高くしてもよい。これによって、例えば、画像取得装置２
００は、合波後の光の外周において赤色光の強度を高めることによって、赤色光を被検体
（被撮像物）に放射し、赤色光の吸収量の差に基づいて被検体の血管を識別すること等が
できる。なお、当該技術の活用方法はこれに限られない。
【００８３】
　（３－３．第３の変形例）



(15) JP WO2018/131257 A1 2018.7.19

10

20

30

40

50

　続いて、本開示の第３の変形例について説明する。第３の変形例は、収差が補正される
場合である。より具体的に説明すると、特に、照明光の放射領域が小さい場合等において
、収差（波長に起因する色収差、レンズに起因する収差等を含む）の影響が無視できない
程大きくなる場合がある。第３の変形例における光源装置１００は、これらの収差を補正
することができる。
【００８４】
　上記の実施例において用いられていたレンズ（コリメートレンズ１１２、集光レンズ１
２０等）は正レンズであったが、第３の変形例における光源装置１００は、正レンズと負
レンズを組み合せたレンズ（アクロマティックレンズ等）を用いることで収差を補正する
ことができる。第３の変形例における光源装置１００は、上流側から正レンズ、負レンズ
の順で組み合わされたレンズをコリメートレンズ１１２、集光レンズ１２０として用いる
ことによって、収差の影響を良好に補正することができる。なお、正レンズおよび負レン
ズが組み合わされたレンズではなく、１枚の被球面レンズが用いられることによっても同
等の効果が得られる。
【００８５】
　収差が補正されることにより、光源装置１００は、合波後の光のムラをより低減させる
ことができる。この技術は、照明光の放射領域が小さい場合において特に有効に活用され
得る。
【００８６】
　　＜４．備考＞
　上記では、集光レンズ１２０の入射面における光軸位置Ｃから各色光の入射位置までの
最大離隔距離が互いに等しくなっている、または、互いに等しくなるように制御部１４０
が各構成を制御することによって、照明光のムラが低減される旨について説明した。
【００８７】
　ここで、画像取得システムは、上記以外の方法で、照明光のムラを除去してもよい。例
えば、照明光の外周にてある波長帯域の光の強度が高いというムラが発生している場合、
画像取得装置２００の制御部２３０は、撮像ユニット２２１の視野角度を小さくすること
で、ムラが発生している領域が撮像されないように調整してもよい。
【００８８】
　これによって、例えば、故障等によって本開示の方法（各色光に対応する最大離隔距離
を互いに等しくする方法）で照明光のムラを低減させることが困難な状況になった場合で
も、画像取得装置２００は、ムラが除去された照明光を用いて被撮像体を撮像することが
できる。
【００８９】
　　＜５．むすび＞
　以上説明したように、本開示の一実施形態に係る画像取得システムは、光源装置１００
の集光レンズ１２０の入射面における各色光の入射位置を調整することによって、集光レ
ンズ１２０からロッドインテグレータ１３０へ入射する各色光の最大入射角度を等しくす
ることができる。これによって、本実施形態に係る画像取得システムは、導光効率の低下
を抑制しつつ照明光のムラを低減させることができる。
【００９０】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００９１】
　例えば、光源装置１００または画像取得装置２００の構成の一部は、適宜外部装置に設
けられ得る。例えば、光源装置１００の集光レンズ１２０およびロッドインテグレータ１
３０が外部装置に設けられ、光源装置１００に対して当該外部装置が接続されることによ
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って上記の処理が実現されてもよい。また、画像取得装置２００のライトガイド２１０、
表示部２４０等が外部装置に設けられてもよい。
【００９２】
　また、光源装置１００の機能の一部が、制御部１４０よって具現されてもよい。例えば
、制御部１４０が光源部１１０の機能の一部を具現してもよい。光源装置１００と同様に
、画像取得装置２００の制御部２３０が、撮像部２２０、表示部２４０等の機能の一部を
具現してもよい。
【００９３】
　また、上記では、光源装置１００が複数の波長帯域の光を合波することで、白色光を生
成する場合について説明したが、これに限定されず、光源装置１００は複数の波長帯域の
光を合波することで白色光以外の光を生成してもよい。
【００９４】
　また、本明細書に記載された効果は、あくまで説明的または例示的なものであって限定
的ではない。つまり、本開示に係る技術は、上記の効果とともに、または上記の効果に代
えて、本明細書の記載から当業者には明らかな他の効果を奏しうる。
【００９５】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　複数種類の光を射出する光源部と、
　前記複数種類の光を合波した上で、合波後の光を被撮像体の画像を取得する画像取得装
置に導光する光導波路部と、
　前記光導波路部へ前記複数種類の光を入射させる入射部と、を備え、
　前記入射部における前記複数種類の光の入射面では、前記入射部の所定位置を基準位置
として、当該基準位置から前記入射部に入射した前記複数種類の光それぞれの入射位置ま
での最大離隔距離が互いに等しい、
　光源装置。
（２）
　前記入射部は集光素子を備え、
　前記所定位置は、前記集光素子の入射面における光軸位置である、
　前記（１）に記載の光源装置。
（３）
　前記複数種類の光の、前記光導波路部の入射端での最大入射角が互いに等しい、
　前記（２）に記載の光源装置。
（４）
　前記光導波路部から入射され、前記画像取得装置から放射される照明光の放射角は、前
記画像取得装置の視野角以上である、
　前記（１）から（３）のいずれか１項に記載の光源装置。
（５）
　前記光導波路部の光軸に対して垂直な方向の断面は、多角形形状を有する、
　前記（１）から（４）のいずれか１項に記載の光源装置。
（６）
　前記光導波路部の各辺の方向は、前記複数種類の光の光束断面の長尺方向および短尺方
向に対して平行および垂直ではない、
　前記（５）に記載の光源装置。
（７）
　前記最大離隔距離が互いに等しくなるように前記光源部を制御する制御部をさらに備え
る、
　前記（１）から（６）のいずれか１項に記載の光源装置。
（８）
　前記光源部は、複数種類の光源と、それぞれの前記光源から射出された前記光を前記入
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　前記制御部は、前記光源または前記光学素子の設置状態を制御する、
　前記（７）に記載の光源装置。
（９）
　前記複数種類の光のそれぞれは、赤色光、緑色光および青色光のいずれかである、
　前記（１）から（８）のいずれか１項に記載の光源装置。
（１０）
　前記画像取得装置は、内視鏡、顕微鏡である、
　前記（１）から（９）のいずれか１項に記載の光源装置。
（１１）
　複数種類の光を射出することと、
　前記複数種類の光を合波した上で、合波後の光を被撮像体の画像を取得する画像取得装
置に導光する光導波路部へ、前記複数種類の光を入射させることと、を含み、
　前記光導波路部へ前記複数種類の光を入射させる際には、前記複数種類の光が入射する
入射部の入射面にて、当該入射面の所定位置を基準位置として、当該基準位置から前記複
数種類の光それぞれの入射位置までの最大離隔距離を互いに等しくさせる、
　光源制御方法。
（１２）
　被撮像体を撮像する撮像部を有する画像取得装置と、
　前記撮像部が前記被撮像体を撮像する際に利用する照明光を射出する光源装置と、を備
え、
　前記光源装置は、
　複数種類の光を射出する光源部と、
　前記複数種類の光を合波した上で、合波後の光を前記画像取得装置に導光する光導波路
部と、
　前記光導波路部へ前記複数種類の光を入射させる入射部と、を備え、
　前記入射部における前記複数種類の光の入射面では、前記入射部の所定位置を基準位置
として、当該基準位置から前記入射部に入射した前記複数種類の光それぞれの入射位置ま
での最大離隔距離が互いに等しい、
　画像取得システム。
【符号の説明】
【００９６】
　１００　　光源装置
　１１０　　光源部
　１２０　　集光レンズ
　１３０　　ロッドインテグレータ
　１４０　　制御部
　１５０　　記憶部
　２００　　画像取得装置
　２１０　　ライトガイド
　２２０　　撮像部
　２２１　　撮像ユニット
　２２２　　撮像素子
　２３０　　制御部
　２４０　　表示部
　２５０　　記憶部
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